
編
集
後
記

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
『
国
語
と
教
育
』
第
45
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
号
か
ら
雑
誌
と
会
報
の
編
集
方
針
を
変
更
し
ま
し
て
、
雑
誌
に
収
録
し
て
い

た
「
現
場
か
ら
の
報
告
」
を
会
報
に
移
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、本
号
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
一
本
と
論
考
二
本
の
計
三
本
を
掲
載
し

ま
し
た
。
昨
年
度
開
催
致
し
ま
し
た
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
集
で
あ
る
平
瀬
正
賢
・
北
村
か
お
り
・
山
中
典
希
「「
語
彙
指
導
の
改

善
・
充
実
」
に
向
け
て
」
を
巻
頭
に
配
し
、
言
葉
を
駆
使
す
る
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
、
そ
の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
報
告
・
検

証
し
た
森
下
論
文
、
江
戸
時
代
長
崎
の
名
所
案
内
記
で
あ
る
『
長
崎
土
産
』
の

成
立
を
検
証
し
た
拙
稿
を
載
せ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
る
社
会
の
激
変
を
受
け
て
、

今
後
教
育
現
場
は
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
始
め
と
す
る
大
変
革
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
変
化
に
対
し
て
柔
軟

に
対
応
し
つ
つ
も
、
一
方
に
お
い
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
国
語
」
と
い
う
教

科
の
本
質
を
い
ず
れ
の
点
に
見
出
し
、教
授
し
て
い
く
か
、本
号
掲
載
の
報
告
集

お
よ
び
森
下
論
文
に
は
そ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
未
来
の

国
語
科
の
授
業
の
あ
り
方
に
関
し
て
、本
誌
お
よ
び
学
会
に
お
い
て
、会
員
の
皆

さ
ま
の
自
由
闊
達
な
議
論
が
今
後
さ
ら
に
活
発
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る

次
第
で
す
。

本
誌
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
支
援
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
御
投
稿
と
学
会
発
表
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

�

（
吉
良
記
）

第
四
十
六
号
原
稿
募
集

左
記
の
要
領
で
、
第
四
十
六
号
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

一
、
内
容　

国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
・
国
語
科
教
育
に
関
す

る
論
考

一
、
字
数　

縦
書
き
（
30
字
×
25
行
×
２
段
で
一
頁
）、
横
書
き
（
42
字

×
37
行
で
一
頁
）、
但
し
、
共
に
15
頁
以
内
程
度
と
し
ま
す
。

	

原
則
と
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
と
紙
媒
体
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

一
、
締
切　

二
〇
二
一
年
九
月
三
十
日
。
但
し
、
原
則
と
し
て
、
同
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
、
論
題
・
卒
業
・
修
了
年
度
を
明
記
の
上
、

投
稿
の
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

一
、
宛
先　

〒
八
五
二
︱
八
五
二
一　

長
崎
市
文
教
町
一
の
一
四　

長
崎

大
学
教
育
学
部
内　

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局
。
郵

送
か
電
送
で
。

一
、
論
文
掲
載
の
可
否
は
、
事
務
局
に
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

一
、
掲
載
論
文
に
は
、
抜
き
刷
り
二
十
部
を
贈
呈
致
し
ま
す
。

一
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
に
関
し
て
は
、
事
務
局
に
ご
一
任
下
さ
い
。


